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        第二章　殺し屋の指先に指を絡める


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「ご存知？　男って死を感じると、子孫を残そうとして性欲が高まるらしいですわよ。兵士が女性を強姦したりだとかいう話があるでしょう？　もしかすると加賀井も貴方を通じて私の殺意を感じ取ってるのかもしれませんわね」

        　ふふ、と小さく笑って伊巻が言った。その耳には、イヤホンが差し込まれ、白月たちの情事を含んだやり取りが再生されている。

        　伊巻の前に座る白月は、恥ずかしさのあまり背中を丸めた。

        「……あの、出来れば俺の前でそれを再生するのやめてくれませんか」

        「だめです。ベッドの中は一番気が緩みやすいんですから。貴方が私のことを漏らしていないか確認しないといけませんわ」

        　おずおずとお願いする白月の言葉を、嬉々として伊巻は一蹴し、カルボナーラをフォークに絡めた。

        　今日はパスタ全品を注文し、テーブルには所狭しとあらゆるパスタが並んで、至る所で渦を巻いている。そのせいでテーブルをずっと見ていると目眩がしそうだ。

        　白月は大きく溜め息を吐いた。彼女は疑り深い性格なようで、誰も聞きたくないだろう男同士の情事すら録音させ、こうして白月の前で確認するのだ。

        「でも俺の前じゃなくても確認は出来るでしょう」

        　もちろん録音したものをその場で全部聴くわけではなく、少し聴いて残りは帰って確認するのが常だが、それならば全部家に帰ってから確認して欲しいものだ。少なくとも当人がいる前での確認は遠慮願いたい。

        「あら、貴方、もしかして私がここで本当に内容をちゃんと確認していると思ってらっしゃるんですの？」

        「え？　違うんですか」

        　白月は目を丸くした。

        「当たり前ですわ」

        　当然の如く答える彼女に首を傾げる。それならばなぜこんなことをするのか。嫌がらせ以外に見当がつかない。

        　彼女はスプーンの上に残った短いパスタをちゅるりと吸って答えた。

        「貴方に見せつけるためです。私はちゃんと貴方を監視している、ってね」

        　にたり、と目を細め、上目遣いで白月を見詰める伊巻。その目は鋭く、冗談の欠片も含まれていない。白月はゴクリと唾を飲んだ。

        「……伊巻さんを裏切ったりしませんよ。裏切ったところで俺に何のメリットもありませんから」

        　慎重に言葉を選んで返したが、彼女は全く信用していないようでフッと鼻で笑った。

        「どうでしょう。貴方、優しいから付き合いが深まると絆されちゃいそうですもの」

        　伊巻の言葉にドキッとした。

        　決して絆されてはいないが、時間を共にすればするほど情が湧くのも事実だった。しかし、それは優しさからではない。自分のせいでこの男が死ぬかもしれないという後ろめたさを糊塗するためであった。

        「……本当に優しい人は友人を売るような真似はしませんよ」

        　白月は苦々しく自嘲して答えた。

        「ふふ、それもそうですわね」

        　伊巻はそう言ってトマトソースのパスタをフォークに絡めた。

        「とにかく俺は絆されたりしません」

        「体は解されても心は絆されない、まさにハニートラップの鑑ですわ」

        「嫌な言い方はやめてください……」

        　白月がげんなりしながら言うと、伊巻はクスクスと笑った。

        「あら、褒めてるんですのよ。これだけ毎回濃厚なものに応じられるなんてすごいですわ。体は大丈夫ですの？」

        「……大丈夫じゃないです」

        　疲弊しきった声でそう答えると、白月はテーブルに突っ伏した。

        　目下の悩みは、加賀井の性欲の強さだった。というのも、会う度に体を求められるのだ。そのこと自体は付き合っているのだから分からなくもないが、しかし行為の回数も濃さも常軌を逸していた。

        　もちろん白月に無理強いすることはないが、慣れない濃密な性愛に心身共にくたびれ果てていた。はっきり言ってこのままでは体が持たない。

        「そうですわよねぇ。これだけ毎回求められたら、ねぇ」

        　同情する口振りだが、彼女の目は高みの見物の非情さを湛えてしなっている。

        「すごい性欲の強さですわね。殺し屋という死に近い職業のせいかしら」

        「俺の方が死に近づきつつありますよ……」

        「まぁまぁ、そんなに長くは続きませんわ。こっちの手筈が整ったら解放されますから」

        　何の手筈か、などという野暮な質問は飲み込んだ。恐らくこの爛れた生活から解放される時、きっと加賀井は隣にいないのだろう。もしくは、伊巻と自分がこの世にいないか……――。

        「頑張ってくださいね。貴方と奴の体が結ばれるほど、裏切りを知った時の絶望は深くなりますから」

        　トマトソースと口紅で汚れた唇を歪め紡がれる激励に、白月は何も答えず下を向くことしか出来なかった。

        　


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　多くの人が翌日に休みを控えた金曜日の夜。電車に乗る人々の顔は、疲労感を湛えているものの、翌日の休みに意識が向かっているのか心なしか明るい。そんな中、白月だけはこれから出社かのように表情は暗く、その口から無意識に漏れる溜め息は重い。

        　仕事を辞めてから仕舞いっぱなしのスーツを身に纏い向かう場所は、加賀井のマンションだ。週末なのでもちろんお泊まりだ。延々と続く甘い時間を思うと、白月は心底げんなりした。

        　少しでもその時間を減らそうと、今日は週末の残業で遅くなってしまった、という風を装い二十一時頃に家を出た。しかしそんな悪足掻きは、焼け石に水ほどの気休めにもならない。車内に表示される駅名が、カウントダウンのように彼の家の最寄り駅に近づく度に、溜め息は淀みを増した。

        　電車を降りて駅から加賀井の家へ向かう。目を瞑っても辿るつける、というほどではないが、駅から加賀井のマンションまでの道のりはすっかり憶えてしまった。

        「いらっしゃい」

        　インターフォンを押すと、待ち構えていたかのようにすぐにドアが開き、加賀井は白月を招き入れた。そしてドアが閉まりきるのも待たずに、加賀井はぎゅっと白月を抱きしめた。

        「お疲れ」

        　頭ひとつ分も背の高さが違うので加賀井は白月を抱きしめると、髪の中に鼻を埋めクンクンと犬のように頭頂部を嗅ぐのが癖になっていた。くすぐったい上に、臭いが気になるので正直なところやめて欲しいが仮にも恋人だ。グッと堪える。

        「加賀井も、お疲れ」

        　本当は自分も腕を回した方がいいのだろうが、加賀井の好意に少しでも同調する仕草を見せると彼が高ぶってしまうのは目に見えている。なのであえて突っ立ったままでいた。

        「俺は一日家にいたから大丈夫だ。夕飯も風呂の準備も出来てるけど、どうする？」

        　まるでベタな新妻のお出迎えのような発言に苦笑する。

        「じゃあとりあえず風呂に入らせてもらうよ」

        「分かった。タオルとかは準備してるから好きに使ってくれ」

        「ありがとう」

        　いつものことだがそのそつのない気遣いに感心しながら、するりと彼の腕の中から抜け出て浴室へ向かった。

        　

        　体や髪を洗い終え、湯船に浸かる。ただ体をきれいにするだけの場所なのだからと浴室に広さを求めない白月だったが、加賀井の家で風呂に入るとその考えも改められる。圧迫感のない広さやゆったりと足を伸ばせる湯船はやはり体だけでなく心も緩ませてくれる。湯船の縁にうなじをのせ天井を仰ぎながら、ふーっと息を吐き出す瞬間の極楽は何物にも代え難い。

        　普段はカラスの行水並みに風呂にかける時間は短いが、加賀井の家ではもっぱら長風呂だ。それは浴室が快適であることはもちろんだが、一番の理由は現実逃避だ。

        　風呂を出れば彼に抱かれる。それは男としては屈辱的なことだが、恋人同士であれば当然のことだった。先延ばしにしたからといって、セックスの時間が短くなるわけでも、加賀井の高ぶりが鎮まるわけでもない。それでも白月は指先がしわくちゃにふやけるまで風呂の中で束の間の逃避行に浸った。

        　幸いにも加賀井は白月の長風呂を嫌がることはなかった。一度だけ「白月は風呂が好きなのか」と訊かれたことがあるが、その声に非難めいたものは含まれていなかった。それどころか、風呂が好きだと答えると、次の時には、ボディタオルが柔らかな綿のものになっていたり、香りのいい入浴剤が湯を淡く染めていたりと、さらに浴室の快適さが増していた。

        　こうしたベッドの上以外での優しさを感じると胸が苦しくなった。何の卑猥さを含まない純真な気遣いに、罪悪感が一層募った。いっそ自分の体だけが目当てであればどんなに気が楽だろうか。罪悪感を少しでも減らそうと彼の嫌なところを探してみるが、思いつくのは自分にベタベタと触れてくる癖と強すぎる性欲くらいで、自分の裏切りを少しでも正当化してくれるものは見当たらなかった。

        　指先も皺だらけになり、体も限界まで温まったところで白月は風呂から上がった。脱衣所で体を拭き、加賀井が白月用にと買ってくれたＴシャツとズボンにいつも通り着替えようとした。

        　しかし、カゴに準備されていたものにピタリと手が止まった。そこにはもこもことした素材の白いパーカーと短パンがあった。

        　眉を顰めながらそれの端を摘まんでカゴから取り出す。そして宙にぶらりと吊すようしにて広げて現れたその全容にますます眉間の皺を深めた。フードには長いうさぎの耳のようなものがぶら下がっている。

        　白月は盛大に苦い溜め息を吐いて、その服をカゴに戻した。

        　

        「……あのさ、これはどういう悪ふざけ？」

        　腰にバスタオルを巻いた姿で、うさぎ耳付きのパーカーをひっさげやってきた白月に、ソファに座ってテレビを見ていた加賀井はこちらを振り向くと、あからさまに落胆した表情を見せた。

        「なんだ、まだ着てないのか」

        「いやいや、こんなもの絶対着ないから。早く普通の服を出してくれ」

        　パーカーを突き返すが、加賀井はそれをまた白月の胸元へ押し返した。

        「絶対似合うから着てくれ」

        「何言ってるんだ。絶対似合わないし、いい歳した男がこんな服を着たら犯罪だろ」

        「確かに白月の可愛さは犯罪的だ」

        「いや、そういう反応に困る冗談はいいから」

        「冗談じゃない。事実だ」

        　真顔できっぱりと言い切る加賀井に白月はハァ、と大きく溜め息を吐いた。盲目的な思い込みは冗談よりもたちが悪い。

        「まぁ、加賀井がそう思うならそれでいい。感じ方は人それぞれだ。否定はしない。ただ、加賀井が俺のことをどう思っていようとこれは別問題だ。俺はこの服を着たくない。それだけは譲れない」

        　白月はぴしゃりと言ってのけ、再び服を加賀井へ押し戻した。その反動で、彼の腕におさまった服からたらりとうさぎの耳が垂れた。

        　加賀井は自分の腕に押し返された服を見てしゅんと項垂れた。

        「……どうしてもだめか？」

        「だめだ」

        　上目遣いで加賀井がじっと見詰めてきたが、白月は頑として首を縦には振らなかった。

        「別に疚しい気持ちで探したわけじゃない。ネットで『うさぎ　可愛い　画像』で探していたらたまたま見つけたんだ。一目見て絶対白月に似合うと思って……」

        　何の正当性もない言い訳のような言葉を連ねながら、加賀井は愛おしそうに服を撫でた。いい歳した男が検索する内容でもないし、この服を見て自分と繋げる加賀井の感覚はどうしたって理解できない。しかし悲しげに伏せる目元には哀れみを誘う何かが漂っていた。

        　一瞬、少しだけ情に流されそうになったが、白月は何とか踏ん張り首を横に振った。

        「だめだ。絶対着ない」

        「……どうしたら着てくれるんだ？　マッサージか？　ご馳走か？　それとも金か？」

        「いや、もので釣ろうとしてもだめだから……」

        　白月はまた大きく溜め息を吐いた。食い下がる加賀井と、堂々巡りの会話に段々疲れてきた白月は、何かいい方法はないかと考えた。

        　普段はベッドの上を除けば白月の気持ちを尊重してくれる加賀井だが、今回は全く引く気配がない。こうなったら何か妥協案を出すしかないな、と白月は天井を見上げながら考えを巡らせた。

        　天井の角を三度ほど視線でなぞったところで、ふと、思いついた。

        「……分かった。着るよ」

        「本当か！」

        「ただし条件がある」

        　目を輝かせて顔を上げる加賀井に、釘を刺すようにして白月は言った。

        「俺がそれを着る代わりに、今日はセックスはなしだ」

        　条件を言い渡すと、加賀井は雷に打たれたかのような表情をして固まった。あまりにもショックだったのだろう。呼吸さえ止まってしまったのではないかと思うほど、そのまましばらく動かなかった。

        　心配になるくらいの沈黙を置いて、ようやく加賀井は口を開いた。

        「……白月は俺のことが嫌いになったのか」

        　絶望的な表情を見せる加賀井に、慌てて言葉を足した。

        「いや、そうじゃなくて。単に体がきついんだ。だから今日は休ませてくれ」

        　白月の補足に、加賀井は眉根を寄せて再び黙り込んだ。頭の中で揺れる天秤が見えるような表情だった。

        「……分かった。今日はしない。だからこれを着てくれ」

        　長い黙考の末に出てきた答えに、白月は少し驚いて眉を持ち上げた。

        　絶倫といっても差し支えない彼が、まさかこの妥協案にのるとは意外だった。セックスよりたかだかうさぎ耳のついただけの服を優先するとは思っていなかった。よっぽどこの服を着て欲しいようだ。可愛い女の子ならともかく、自分のような冴えない男が着てなにがいいのだろうか……。理解が出来ない。

        　しかし今日はセックスしなくていいというのは白月にとって魅力的な条件だった。この服を着るだけで、あの情欲と羞恥を混ぜ煮込んだ濃厚な時間を免れるなら……と、この可愛らしい服を断固拒絶していた気持ちがぐらりと揺れる。

        「……これを着たら本当にしなくていいんだな」

        「ああ、着てくれるなら今日は我慢する」

        　力強く頷く加賀井に約束を反故する不誠実さは見受けられない。白月は再び、うーんと唸ってから「分かった」とついに首肯した。

        「その代わり今日はしないからな」

        「ああ、分かった。約束だ」

        　真顔で念押しすると、加賀井はうきうきした様子で何度も頷いた。

        　

        「うわ……」

        　脱衣所で例の服に着替えた白月は、鏡に映る自分の姿に絶句した。白いもこもことした素材や、うさぎの耳といった可愛いものが、こんなにも禍々しくなるとは……。パフェやショートケーキを残飯に混ぜ込んでしまったような、取り返しのつかない気持ちになる。

        　これは着る方も苦痛だが、見る方も何かの罰ゲームだと言っても過言ではないだろう。しかし、これなら恐らく加賀井もイメージしたものと違うと落胆するに違いない。自分から脱ぎたいというまでもなく、向こうから早く脱いでくれと言ってくる可能性さえある。それほどまでにひどいものだった。

        　しかし、加賀井の反応は白月の予想に反するものだった。

        「……っ、可愛い」

        　それがリビングに戻ってきた白月を見て出てきた加賀井の第一声だった。感極まったように言葉を詰まらせようやく出てきた言葉は、シンプルでありながら異様な熱を湛えていた。緩みきった頬や目尻には、恍惚の気配さえ漂っている。

        　一体どこに可愛いと言われる要素があるのか皆目見当がつかない。白月は若干引き気味だった。そんな白月を気にすることなく、加賀井はご満悦な様子でぎゅっと抱きしめた。

        「やっぱり思った通り、いや思った以上に可愛い」

        「……加賀井はチワワよりブルドッグや土佐犬を可愛いと思うタイプなのか？」

        「いや、犬はどんな種類だろうと可愛いと思う。動物の可愛さに優劣はない」

        　尻の部分についたうさぎの丸い尻尾をいじりながら返された真面目な答えに「あぁ、そう……」としか言いようがなかった。

        　加賀井はテレビ前のソファに腰掛け、白月を自分の股の間に座らせた。後ろから腕を腰に巻き上機嫌で抱きしめてくる。肩に顎を乗せているせいか、鼻歌にも似た吐息が直に聞こえてきた。

        「酒とつまみもあるから」

        　テーブルには、ガラスの皿に盛り付けられた新鮮そうな刺身と缶ビール、そしてキュウリと人参のスティックが並べられていた。その横にはディップソースまで用意されている。

        　うさぎ耳の服と人参。あけすけな悪趣味だ。白月は人参の存在を無視して刺身に箸をつけた。

        「刺身上手いな」

        「この間刺身を食べたいって言っていたから」

        　魚の瑞々しい味に感嘆の声を漏らすと、加賀井は少し得意げにそう答えた。

        　白月は軽く眉を上げた。言ったはずの当人も忘れていたことをよく憶えているものだ。彼の記憶力のよさには感心する。だが、それが発揮されるのは大概、白月に関することばかりだった。もしこの記憶力ときめ細やかさが女の子に向けられていたら全て丸く収まっていただろうに、と他人事ながらもったいない気がしてならなかった。

        　そんなことを考えながら刺身とビールを口に運んでいると、突然、人参が割り込んできて唇を突いてきた。もちろん人参を持つ手は加賀井のものだ。

        「せっかく頑張って切ったんだ。これも食べてくれ」

        　いじけるように言って、ツンツンと人参スティックの先で唇を突く加賀井に、白月は胡乱な目を向けた。

        「うさぎの服だから人参って安直だろ……」

        「ああ、そうだな。俺は安直な人間だから。注文してからずっとこの格好で人参をカリカリと食べる白月を想像していた」

        「……その想像、楽しいか？」

        「ああ、すごく」

        　笑顔で力強く頷く加賀井からは、白月をからかったり貶めたりしている様子は微塵もない。悪意がない分、たちが悪い。むしろ善意に満ちてすらいる。押し付けがましい善意ほど引かないものはない。人参の先についたディップソースが口元を汚すのも不快だ。白月は小さく溜め息を吐いた。

        「分かった。せっかくだし食べるよ」

        　一本食べれば満足するだろう、とスティックを受け取ろうとしたが、加賀井は人参から手を放さなかった。白月は首を傾げた。

        「どうした？　ちゃんと食べるよ。捨てたりしないから」

        　いくらなんでもこんなことで食べ物を粗末にはしない。しかし加賀井は首を横に振った。

        「違う。そんな心配はしていない」

        「じゃあどうした？」

        「俺の手で食べさせたい」

        「え？」

        　冗談だろうと思ったが、その目は本気であり、恋人たちの間に漂う甘い空気に似たものを帯びていた。こうなったらどう言っても引かないのは目に見えている。白月は今日何度目になるか分からない溜め息を吐いて仕方なく口を開け、スティックに噛り付いた。

        　生の人参はやはり固く、噛む度に硬い音が口内に響いた。咀嚼する姿を加賀井が目を細め愛おしげに見詰めてくる。

        「おいしいか？」

        「うん、まぁ、おいしいけど……」

        　ディップソースで味は付いているものの、生の野菜だ。感嘆するほどおいしいわけではない。それなのに期待に満ちた目を向けられると、嘘をついているわけでもないのに心苦しい気持ちになる。

        「よかった。もっと食べてくれ」

        　笑顔で食べかけのスティックを口元に近づけられ、反射的に口を開けた。

        　噛んで飲み込むと、すぐにディップソースをつけてスティックを差し出される。そしてそれをまた口に入れる。その繰り返しだ。

        　人参が親指と人差し指の間に収まるくらいのサイズになっても、手ずから口に入れたいらしく、表情を変えることなく口元に近づけてくる。この大きさではどうやって器用に食べようとも、舌や唇が彼の指に触れることは避けられない。

        　ちらり、と指の間に埋もれる人参から加賀井へ視線を向け、これを本当に食べろというのか？　と無言で訴えてみた。もちろん加賀井が引くはずもなく、目元を緩ませ白月が食べるのを心待ちにしている。

        　どうせ一瞬のことだ。噛み合わない押し問答をする方が疲れる。考えることが面倒になった白月は、加賀井の指先ごと口に含み舌を伸ばした。そして人差し指と親指の先で摘ままれている人参を舌先で口内へ引き寄せる。

        　しかし思いの外、加賀井が指に力を入れているせいで人参は指の間から動かない。舌の先で何度も人参を撫で指の間から取り出そうとするがなかなか上手くいかない。意地になって舌を動かすが、人参よりも指を舐める面積の方が広くなる。

        　人参をどうにか取ろうと躍起になっていたが、ふと、こちらに向けられる視線に気づいて、意識を口元から加賀井の方へ向けた。加賀井は甘やかに目尻を下げ、自分の指が白月の唇に吸われる様子を眺めていた。その恍惚とした表情に鳥肌が立つ一方で、必死な自分を嘲笑われているような気がして腹立たしくもあった。

        　白月は加賀井の指に歯を立てた。もちろん、出血させるほど強くではない。しかし甘噛みというほど可愛いものでもない。

        　痛みというより驚きのためだろう、加賀井の指から力が抜けた。その一瞬の隙に舌で人参をかっさらった。

        　噛みつかれた自分の指を茫然と見詰める加賀井を尻目に、サイコロほどの大きさもない人参をガリガリと噛む。正直、指の間に挟まれ舌で舐め続けられ唾液まみれになった人参は全くおいしくなかった。だが、躍起になる白月を悠然と見下ろす加賀井の鼻を明かしてやったことで、気分は爽快だ。白月はフンと鼻を鳴らした。

        「……白月」

        　無言で噛まれた指先を見詰めていた加賀井が口を開いた。

        「ん？　なんだ？」

        　まさか不覚をとられたことで殺し屋としてのプライドが傷つき、怒っているのだろうか……、と少し不安になったが、できるだけ平静を装って訊き返した。

        「……もう一回、噛んでくれないか」

        「……え？」

        　寄越された言葉に思わず目を剥いた。そんな白月の反応など気にすることなく、いや、見えていないようで、加賀井は妙な興奮を湛えた瞳でもって、ずいと指を白月の前に差し出してきた。

        　白月は顔を強ばらせ、思わず後ずさった。

        「……失礼を承知で訊くけど、加賀井ってマゾ？」

        「いや、そんな特殊な性癖は持っていないが」

        　まるで白月が何の脈絡もない質問をしてきたかのように、きょとんと首を傾げる加賀井に溜め息を吐く。人に噛んでくれと頼むのは十分な特殊なことだと思うが。

        「ならいいけど……」

        「じゃあ噛んでくれ」

        「いや、噛まないけど」

        　すげなく断ると、加賀井は分かりやすいくらいショックを受けた顔をした。

        「どうして？」

        「逆にどうして噛んで欲しいんだよ」

        「白月のギザギザの歯が俺の肌に食い込むのが気持ちよかったから」

        「そんな生々しい理由は聞きたくなかった」

        　訊いたのは自分だが、返ってきた予想の斜め上をいく答えに白月はげんなりした。

        　それからしばらく噛んで、噛まないの押し問答が続いたのは言うまでもない。

        　指を噛んでもらうことは諦めた加賀井だが、その代わりにとうさぎ耳付きのフードを被せてきた。常日頃からフードについて、なぜついているのだろうとその存在を邪魔としか思っていなかった白月にとって、うさぎ耳付きのフードなど邪魔どころか害悪といっても差し支えないものだった。

        　頭を覆われる煩わしさと、自分のような冴えない男にうさぎ耳というファンシーなものが合わさる不気味な滑稽さに、最初は即座にフードを外した。

        　しかし、加賀井がまたフードを被せてきた。外す。被せる。外す。被せる。外す。被せる。外す。被せる。外す。被せる……と無言の攻防が続いたが、白月の方が根負けした。指を噛むよりマシだ、と加賀井のお望み通りフードを被ったまま、黙々と刺身を口に運んだ。

        　それにすっかり気をよくした加賀井は、ぎゅっと力強く抱きしめ、フードで覆われた白月の頭に鼻先を埋めすりつけてきた。

        「あぁ……、本当に可愛い……」

        　恍惚混じりの溜め息と共に漏れ出た言葉とその熱が、フード越しに伝わってきてぞわりと頭皮に鳥肌を立たせた。

        「……加賀井はうさぎが好きなのか？」

        「ああ、好きだ」

        「それなら手っ取り早くうさぎを抱けばいいのに」

        「変なことを言うな、白月は。うさぎより白月がいいに決まっているだろう。もしかしてうさぎにヤキモチか？」

        　見当違いな言葉に辟易しつつも、その声があまりに嬉しそうだったので思わず同情する。しかしここで曖昧な答えを返してはいけない。曖昧さが彼の妄想めいたポジティブさに拍車をかけてしまうのは、これまでのやり取りで学習済みだ。白月は心を鬼にして答えた。

        「いや、違う。あまりにも俺をうさぎに近づけようとするから」

        「それは可愛い白月がうさぎの格好をしたらさらに可愛く……、いや、語弊があるな。今のままでも十分可愛いが、うさぎの格好をすることでまた別の可愛さが生まれるんだ」

        「……全く分からん」

        　訥々と、しかし熱を込めて力説する加賀井に、白月は顔を顰めた。若干首を傾げ頭を彼から離したが、加賀井は当然のように追ってきて首筋をクンクンと嗅いできた。

        　白月はもはや呼吸と同じく無意識のものとなった溜め息を吐きながら、ふとある妙案を思いついた。

        「……そんなにうさぎがいいなら、心身共にうさぎを演じようか」

        「本当か！」

        　加賀井が弾けるように顔を上げた。顔一面が期待でキラキラと輝いている。

        　白月は頷いた。

        「本当だ。それじゃあまず、俺から離れてくれ」

        「分かった」

        　名残惜しそうに加賀井は、白月の腰に巻いていた腕を解いた。

        「次に加賀井はあっちに座ってくれ」

        　ダイニングキッチンの椅子を指差すと、加賀井は大人しく白月の言うことに従った。姿勢を正し、ちょこんと椅子に座ってじっと期待の眼差しをこちらに向けている。その純粋な瞳に良心が引っ掻かれるが、目を逸らしてテレビのチャンネルを変えた。

        　特に心惹かれる番組はなかったが可も不可もないグルメ番組があったので、それを観ながら再び刺身に箸をつける。加賀井の視線が気になったが、ようやく人がまとわりつく煩わしさから解放されたのだ。気づかない振りをして刺身と、時々人参スティックを口に運んだ。

        　しばらくその状態で加賀井も大人しく待っていたが、五分もすると我慢できなくなったのか、ついに口を開いた。

        「……白月」

        「ん？　なに？」

        「いつになったらうさぎらしいことをするんだ？」

        　加賀井が疑念と不満が入り交じった瞳で、じっとこちらを見詰めてくる。白月は肩を竦めた。

        「今まさにこれがそうだよ」

        「え？」

        　目を丸くする加賀井というのが珍しく、白月は思わず笑った。

        「うさぎは寂しいと死んでしまうっていうけど、あれは嘘で、うさぎは元々野生では単独行動の生き物だから近くに誰かがいるのはストレスらしいよ。だからこうしてひとりで過ごしてる。ほら、うさぎらしい」

        　カラカラと笑いながら、昔テレビで聞いた知識を、加賀井から離れたいがために今の状況と強引に絡ませて講釈を垂らす。

        　不機嫌とまではいかなくとも期待を裏切られ少なからず気分を害するだろうと思っていたが、加賀井は特段腹を立てることなく、真面目な顔で顎に手を当てた。

        「……確かに、野生のうさぎには単独行動のものもいる。だが、ペットのうさぎは群れで生活していた種類のうさぎを品種改良したものが多いからそれには当てはまらない」

        「へ？」

        　思いも寄らず自分の持ち得る知識以上のものを真顔で返され、白月は戸惑った。正直、これは単にまとわりつく加賀井から一時的でも逃れたいがための意地の悪い冗談だったのだが、こうして真面目に解説されてしまうと自分のあらゆる意味で浅はかな面が露呈されてしまったようで恥ずかしい。

        　すると、加賀井はスッと立ち上がり、こちらに向かってきた。別に怒っている様子はないが、なぜだか嫌な予感しかせず白月は座ったまま後ずさった。

        　しかし当然逃げられるはずがなかった。加賀井は白月を床に押し倒し、その上に覆い被さってきた。

        「か、加賀井？」

        　この流れを冗談にしようと笑ってみせるが口の端が引き攣り、不穏な流れに拍車をかけるだけだった。

        　加賀井がその流れの極めつけにとばかりに、にっこりと微笑んだ。

        「あと、ペット用のうさぎは寂しがり屋で、飼い主に構ってもらえないとストレスが溜まるらしい。まぁ、それで死にはしないが。可愛らしい生き物だ」

        　まるで白月の話をするかのように愛おしげに微笑んで、頬や瞼にキスの雨を降らせる加賀井に、白月は慌てた。

        「ちょ、ちょっと待て！　今日はやらない約束だろう！」

        「ああ、セックスはしない。これはただのキスだ。キスだけでセックスに飛躍するなんて随分いやらしい思考をしてるんだな、白月は」

        　クスクスと笑いながら加賀井はキスを続ける。まるでこちらの方が変態であるかのような言い振りに、羞恥と苛立ちで頬が赤くなる。

        「ち、違う！　こんなキスされたら誰だって警戒するに決まってるだろ」

        「単なるスキンシップだ。さっきも言っただろう。うさぎは飼い主に構われないとストレスが溜まるって」

        「俺はうさぎじゃない！」

        「さっき心身共にうさぎを演じてくれるって言ったじゃないか」

        「それは冗談で……っんぐ」

        　堂々巡りの問答は、強引なキスで打ち切られた。もう慣れたものだと言わんばかりに舌は難なく口の中へ侵入し、白月の舌を絡め取る。

        　身じろぐ白月を押さえつけながら、舌の睦み合いを深める加賀井は余裕然としており、舌の動きは鼻歌を口ずさむような軽やかさすらある。

        「……白月、知っているか」

        　唇を離して加賀井が訊いてきた。先ほどまで密に重なっていた唇は唾液に濡れていて、動くだけで淫靡な気配を漂わせた。

        「うさぎは万年発情期と言われるほど、常に発情しているらしい」

        「へぇ、そうか……」

        　話の雲行きが怪しくなってきたが、白月は背中に汗を滲ませながらしらばくれた。嫌な予感に口の端を引き攣らせる白月など気にせず、むしろその様子を楽しむように笑みを浮かべて加賀井は鼻先を重ねた。

        「発情期のメスうさぎの見分け方は知ってるか」

        「い、いや、知らない……」

        「尻を撫でると、物欲しそうに尻を突き上げてくるそうだ」

        「っん……！」

        　するりとズボンの裾から手を忍び込ませ、下着の上から尻の割れ目をスッと撫でる。嫌な予感はしていたが、あまりにも突然に、しかも卑猥さを含んだ手つきで触ってきたので、白月はビクンと腰を浮かせた。

        　その様子を見下ろしながら、加賀井がクスクスと喉の奥で笑う。

        「白月は発情期のようだな」

        「か、加賀井が、変な触り方するからだろう」

        　キッと睨み付けるが、加賀井は笑みを深めるばかりだ。

        「白月があまりに可愛いから」

        　ちゅ、ちゅ、と額や目元に軽くキスをしてくるが、その手は卑猥さを極めた絶妙な加減で割れ目や陰嚢を撫でる。怪しい展開になってきているというのに、下着越しの感触を焦れったく思ってしまう自分に気づき、白月は慌てて制止した。

        「きょ、今日はしないって言っただろう！」

        「ああ、だから触ってるだけだ」

        　加賀井は意地悪く笑って、割れ目のラインを嬲るように撫でていた指を突如割れ目の間にずぼりと埋めた。

        「っ、ふ」

        　下着のおかげで指は奥までは入らないが、そのせいで入り口の手前ばかりを弄られ、もどかしさで呼吸が浅くなる。下着が守りとなっているのか、妨げになっているのか、白月には分からなくなっていた。

        　いつの間にか、触れてもいないのに白月の先端からは先走りが滲んでいた。

        「先にこっちを気持ちよくさせた方がよさそうだな」

        　加賀井はそう言うと、ズボンの裾から手を出し、今度は前から下着に手を入れ、物欲しげに蜜を垂らすそれを掴んだ。

        「ひ、っ……！」

        　口から零れる声は怯えて震えているが、卑猥な期待を孕んでいるのが自分でも分かった。加賀井の拳に包まれた瞬間、先から溢れる蜜の量が増えたことが何よりの証拠だった。

        　それは十分加賀井にも伝わったのだろう。瞳の嗜虐的な光が鋭くなり、白月のものを扱く手にも迷いがない。

        　加賀井の手は既に白月がどうすれば気持ちよくなるか知り尽くしていた。あるいは、絶頂までの道筋を彼の手に白月の方が教え込まれたのか。

        　どちらにせよ、白月のものはすぐに陥落し、白濁の液を吐き出した。

        　息を整える暇も与えず、加賀井は根元から先端に向かって白月のものをねっとりと撫でると、精液を纏った指を後ろに突っ込んだ。白月は慌てて上半身を起こした。

        「か、かがいっ、だ、だめだ！　約束、だろっ」

        「ああ、約束だったな。昨日の」

        「え？」

        　不敵ですらある笑みと共に寄越された言葉に白月は目を丸くした。

        　ほぼ確定的な嫌な予感に胸をざわつかせながら、白月はつけっぱなしのテレビに目を遣った。

        　時刻はちょうど深夜の十二時を過ぎていた。

        「昨日、『今日はしない』って約束した。その約束は確かに守った」

        「い、いや、待て！　なんだよ、そのトンチをきかせた言い訳は！」

        「だってこんなに可愛い発情期の白月を前にして、何もしないなんて耐えられない」

        　陶然とした視線で白月を上から下までなぞり、加賀井は口の端を持ち上げた。

        「それに、白月も前だけじゃ足りないだろう」

        「んぁ……っ」

        　精液の滑りでずぼりと容易に奥まで侵入してきた指に、白月は無意識に甘い声を漏らした。その上、穴はぎゅっと窄まり、まるで自ら迎え入れているような動きを見せた。

        「ほら、やっぱり」

        　白月の反応に加賀井は嬉々として奥を弄りながら、微笑んだ。

        「白月は本当にうさぎみたいだな」

        「っぁ、んぅ……っ」

        　加賀井の言葉を否定したいのに、奥をまさぐる指に引き出される喘ぎに言葉を奪われてしまう。

        　恥も外聞もなく頭の中にもっともっと、と甘ったるいおねだりが響き出したところで、指を引き抜かれてしまう。そして無意識に生じた恨めしい視線を向けるより先に、体を裏返され俯せにさせられた。

        　首だけで振り仰ぐと、白月に跨がる加賀井がズボンのファスナーを降ろしていた。

        「白月……、発情しているメスうさぎの見分け方は何だったか憶えてるか」

        「ん……っ」

        　爛々と欲情にまみれた瞳で訊きながら、白月の腰から尻にかけてのラインをするりと撫でた。それだけのことだが、疚しい期待が満ちた体には強すぎる刺激で、びくりと小さく跳ねた。

        　いつの間にか、加賀井の大きく太いものが姿を現していた。中途半端に、あるいは準備万全に弄られた窄まりは、それを見ただけできゅっと収縮した。

        「白月……」

        　床に手をついて覆い被さり、耳元で囁かれる。囁きと吐息に耳朶は熱く湿っていく。腰から尻を柔らかく撫でられ続ける。快感を拾いやすい箇所を嬲るような残酷さでもって刺激され続けてもう限界だった。

        　白月は屈辱と興奮で短くなった息を口から吐き出しながら、尻をおずおずと突き上げた。

        　耳元で白月の名を囁き続けていた唇が、にたりと吊り上がる気配が耳朶をかすめた。

        「やっぱり、白月は発情期だったか」

        　満足げに呟いて、加賀井は耳の軟骨にキスをした。

        　突き上げた尻からゆっくりとズボンと下着がずり降ろされた。腰から太腿にかけて微かな震えを帯びた白い肌が露わになる。

        　加賀井のことを絶倫だと言ったが、自分も大概だと白月は苦い溜め息を零した。

        


        　

        　＊＊＊＊

        　

        「白月の家に行きたい」

        　夕食を加賀井の家で食べている時に、突然言われた。振り絞った勇気が言葉の端々に滲んだ言い方だった。

        　家に着いた時から、いやそれよりもっと前から何となく彼が何か――恐らく自分にとって不都合なこと、を言い出そうとしていることは察知していた。

        　いつか言われると思っていたが、口にされると思った以上に面倒なことだった。

        　焼き魚の骨を避けながら、白月は考える素振りを見せた。

        「うーん……、でも俺の家、加賀井の家みたいに広くないし、きれいじゃないよ」

        　こんなことで加賀井が引くわけがないと思いつつも、思いつくがままに断るための理由を並べる。

        「白月がいるなら別に狭くてもいいし、汚くてもいい」

        　予想通り全く引く気配を見せない。その顔は白月の家に行くことを想像しているのか上機嫌な笑みさえ浮かべている。

        「俺がいるならいいって言うなら、ここでもいいじゃないか」

        　浅はかな揚げ足を取ってみるが、もちろん動じるはずがない。

        「白月の家ならどんなところでもいいってことだ」

        「でも俺の家なんか来ても何にも面白くないぞ」

        「別に面白さなんか求めていない。白月が普段どんなところで過ごしているか知りたい、それだけだ」

        「そんなこと知ってどうするんだ」

        　訝しげに眉を顰めると、加賀井は笑顔で答えた。

        「想像がよりリアルになる」

        「想像？」

        「ああ、想像だ」

        　一層深くなる眉間の皺など気にすることなく、加賀井は話し続けた。

        「会えない時、白月はどう過ごしてるんだろうなって想像するけど、どうしても背景は想像の作り物になってしまう。なんだかそれがひどくもどかしいんだ」

        「想像の時点で、もう全てが作り物だと思うけど……」

        「でも背景だけでも現実のものになると、それだけで想像がいかにも本物らしくなるだろう」

        　どこか子供のような無垢な笑みを浮かべて加賀井が持論を述べる。どこから突っ込んだらいいか分からないし、どこから突っ込もうと加賀井が自分の発想のおかしさに気づくこともないだろうし、ましてや改めることもないだろう。

        　ぐちゃぐちゃに絡まった糸の玉を目の前にしたような面倒くささを覚えた白月は「……分かった。じゃあ今度、部屋を片付けておく」と投げやりに承諾した。

        　すると加賀井は喜色満面の笑みを浮かべた。さらに承諾に気をよくしたのか「オムライスも作ってくれ」と追加注文までしてきた。

        　白月は「分かった」と答えて、味噌汁と一緒に溜め息を飲み込んだ。

        

        　

        　＊＊＊＊

        　

        　加賀井が家を訊ねてくる当日。白月は億劫さから昼を過ぎてもベッドの中でごろごろとしていたが、さすがに約束の二時間前には観念して布団から出た。

        　床に雑多に置いてある本や雑誌を棚に仕舞い、掃除機をかける。風呂場やトイレなどの水回りの掃除も軽くしておいた。どんなにきれいにしようとあのマンションに勝てるはずもないが、人を家に呼ぶのだから必要最低限の掃除と片付けは必要だろう。

        　瑠璃を家に招いた時は、朝から家の隅々まで磨き上げたな、とつい数ヶ月前のことなのに遠い昔のことのように思い出した。立派な住まいではないが、せめて清潔感だけは漂わせようと必死だった。今思えば、滑稽極まりない。

        　嫌な思い出を追い出すように溜め息を吐いて、ゴミ袋をきゅっときつく結んだ。

        　大方、掃除を終えて部屋を見渡す。１Ｋの小さい部屋だ。居間にはテレビとテーブル、ベッド、天井近くまである大きな棚くらいしかない。

        　何となく落ち着かない気持ちで部屋の隅々までチェックをしてしまうのは、隠し事をしているせいだ。何がきっかけで、伊巻との取り引きがバレてしまうか分からない。テレビ台や棚を注意深く視線でなぞる。慎重に進めていた視線が、棚の一番上の段に置いてある四角いブリキ缶に差し掛かったところでつんのめるようにして止まった。

        　白月はその存在を思い出し、重く溜め息を吐いた。そして椅子を使いそれを棚から下ろした。

        　側面にいくつかへこみのある貧相な箱の蓋を開ける。中には腕時計や小さなぬいぐるみ、ポプリ、そして写真が数枚入っている。どれも瑠璃との甘い記憶を、否が応でも思い起こさせる品ばかりだ。

        　今では苦みしかない思い出と、それをまだ捨てきれず持っている自分の女々しさに、苦々しく奥歯を噛みしめた。

        　彼女の裏切りを知った白月は、すぐに部屋に飾ってあった彼女からの贈り物や思い出の写真を部屋から取り去った。そのまま悲しみと怒りにまかせてゴミ箱へ捨てればよかったのだが、もしかしたら何かの勘違いかもしれない、という未練がましい期待を完全に拭いきれず、結局、空箱に詰めて目の届かないところに仕舞うことにした。

        　心の整理が出来たら捨てよう、といかにも正論じみた言葉で自分に言い聞かせていたが、実際はただ認めたくなかっただけだった。思い出の品を捨てるという行為によって、彼女の裏切りを完全に認めてしまうような気がして怖かったのだ。

        　これを加賀井が見つけたらどうなるか。言動の端々から滲み出る白月への執着を考えれば想像に難くない。下手すれば伊巻とのことも露呈してしまうかもしれない。

        　あらゆる意味で戦く気持ちが、背中に鳥肌を交錯させた。

        　早く処分をしようと箱の蓋を閉めた時、テーブルの上に置いていたスマホが震えた。びくりと鼓動が跳ね上がる。

        　メールの差出人は加賀井からで『少し早いけどアパートの近くに着いた』との内容だった。メール文を読み終えるより早く、アパートの階段を上る音が外から近づいてきた。古い鉄製のためよく足音が響く階段だが、こんなにも恐怖を与えられたことはない。

        　カン、カン、カン……、と迫ってくる音はまるでカウントダウンのようで白月は慌てた。箱を持ったまま辺りを見回す。

        　ベッドの下はお決まりの隠し場所すぎる気がしたし、元の場所はやはり目につく。いっそこのままゴミ箱へとも思ったが、蓋付きのゴミ箱は箱を捨てるには小さすぎた。

        　次々に隠し場所候補が没になり、白月は焦った。まるで津波が押し寄せてきて逃げ場を失うような、血の気が引いていく心地だ。

        　――ピンポーン

        　部屋に鳴り響いた呼び鈴に、心臓が跳ね上がった。

        「ちょ、ちょっと待ってくれ」

        　声が上擦りそうになるのを何とか抑え、とりあえず客用の布団を入れている押し入れの奥に箱を投げ入れた。

        「ごめん、待たせて」

        「大丈夫だ。全然待ったうちに入らない」

        　玄関のドアを開け出迎えると、加賀井は笑顔でそう答えた。その笑みは少し浮かれているようだった。そこまでは想像の範囲内だったが、傍らに置かれたキャリーバッグには目を丸くした。

        「どうしたんだ、その荷物。どこか旅行に行った帰りか」

        　小さめのサイズだが、市内の泊まりに使うにはやはり大きすぎる。まさかここに住み込むつもりか、とつい疑ってしまう。常識で考えればあり得ないことだが、彼の性格を考えればあり得ないことではないから困ったものだ。

        　訝しげに大きな荷物を凝視していると、加賀井はこともなげに答えた。

        「これは手土産だ」

        「手土産？」

        　答えを得ても疑問は氷解するどころか、捻れて余計に複雑になっただけだった。

        「ああ、手土産だ。俺は人の家におじゃまするのは初めてなんだが、こういう時は手土産がいるんだろう？」

        　確かに手土産を持って来ること自体は何もおかしなことはない。だが、手土産というのは名前の通り手に提げて持って来られる程度のものではないだろうか……、とキャリーバッグを見詰める。

        「手土産にしてはすごい大荷物だな」

        「行きに店に寄ってみたが、どれかひとつに決めきれなくて。それなら気になったもの全部買えばいいと思って買ったはいいけど、手に持つのが面倒で。それでキャリーバッグを買ったんだ」

        　何とも豪快な買い物の仕方だ。事の経緯に納得すると同時に苦笑した。

        「そんな気を遣わなくてよかったのに。俺なんかいつも手ぶらだ」

        　初訪問の時でさえ何も持って行かなかったことを思い出し、自分の至らなさが少し恥ずかしくなった。

        「白月はそんな気を遣う必要はない。白月はいてくれるだけでいい」

        　恥ずかしいくらい真っ直ぐな言葉にますます心苦しくなる。後ろめたさを胸裏に押し遣り、何とか口の端だけでも笑う。

        「はは、ありがとう。手土産のお礼になるかは分からないけど、今晩は約束通りオムライスを作るよ」

        「本当か！」

        　心苦しさを和らげるために出て来た罪滅ぼしのような言葉に、加賀井は目を輝かせた。その純粋な輝きが、胸裏に隠した後ろめたさを一層疼かせた。

        「味は保証できないけどそれでもよければ。言っとくけど、いつも加賀井が口にしている高級品は何一つ使ってないからな。これが庶民の味だと割り切ってくれ」

        　美食家までというほど食にこだわりがあるようではないが、加賀井の舌はいいものに慣れきっている。いつもの食事との落差にショックを受けないよう念押しすると、

        「白月が作ってくれるなら何でも食べる。丸焦げでも食べる」

        「いや、そこまで下手ではないし、丸焦げになったら客には出さないから」

        　どうやら白月の手料理であるというだけで存在価値があり、味や見た目は二の次のようだ。ある意味、さらにプレッシャーがかかる。

        「まぁ、とりあえずどうぞ中に。言っとくけど相当狭いからな。加賀井の家と比べたらうさぎ小屋みたいなものだ」

        　部屋の狭さも念押しして家へ招き入れる。うさぎ小屋というのは大袈裟な表現ではなく、事実そのぐらい家の広さには差があった。

        「うさぎ小屋か……。いいな、昔を思い出す。俺は狭くて構わない。むしろその方がずっと白月の傍にいられる」

        「いや、そこまで狭くはない」

        　そもそも広い加賀井の家でも四六時中べったりくっついているのだから部屋の広さは関係ないのでは、と思ったが口にはしなかった。

        　加賀井が靴を脱ぎ家に上がりかけたところで、重要なことを思い出した。

        「あ！　ちょっと待った」

        　制止の声に、白月の家へ初めの一歩を踏み出そうと気持ち軽やかな足の動きが、律儀にピタリと止まった。

        「どうした？　靴下は新品のものを履いてきた」

        　とりあえずといった感じで足を靴に戻しながら、加賀井は真顔で言った。

        「いやいや、汚いとかそんなことは思ってない。というかそこまで気を遣わなくていい。きれいな家でもないし」

        　むしろ自分の家の方が加賀井の靴下を汚してしまいそうで申し訳ない。

        　白月は気を取り直して、加賀井が家の中に入るのを阻むようにして真正面に立った。

        「俺の家に入る前にひとつ約束して欲しい」

        「なんだ？」

        「俺の家は見ての通り古い。その上壁が薄い。だから結構音とか声とかが響くんだよ。……つまり言いたいことは分かるな？」

        「ああ、分かった。隣人がうるさくて普段から迷惑してるんだな。よし、黙らせてくる」

        「違う違う違う！」

        　善は急げとばかりに、踵を返し隣人宅へ向かおうとする加賀井の肩を慌てて掴んだ。

        「お隣さんはうるさくないから！　どっちも優しくていい人だから！」

        「でも物音が響くんだろう？」

        「それは普通に生活してたら仕方ないことだ。わざとじゃないし。そうじゃなくって俺が言いたいのは……」

        　白月は言い淀んだ。加賀井は不思議そうに首を傾げて言葉を待っている。どうしてこうも察しが悪いのか、と恨めしさともどかしさで加賀井を下から睨んだ。

        「……ちょっとしゃがんで耳を貸してくれ」

        　そう頼むと、加賀井は素直に屈んで耳を白月に寄せてきた。白月は躊躇いながら、小さな声で耳打ちした。

        「だから、物音や話し声が響くってことは……喘ぎ声とかそういうのも響くってことなんだよ」

        　自分で言いながら恥ずかしくなり、最後の方はほとんど言葉の輪郭を保てていなかった。だが、加賀井にはちゃんと聞こえたようだ。

        「そうか、それは……興奮するな」

        「いやしない！　冷や冷やするし、そんなことがあったら俺はここに住めなくなる」

        　男同士の情事が漏れ聞こえてしまったとなれば、たちまち噂となってしまうに違いない。そうなったらよっぽど神経が図太くなければ居続けることは出来ないだろう。借金を背負っている上に住まいまで失ってしまうわけにはいかない。白月は必死だった。

        「だから俺の家にあがりたいなら、セックスはなしだ」

        　白月の条件に加賀井は、あからさまにショックを受けた表情を見せた。恋人の家とセックスを直結させる気持ちは同じ男として分からなくもないが、それでも当然のようにこの家で事に及ぼうとしていたのだと思うと溜め息が出た。

        「そんな顔するなよ。一日くらいしなくても死にはしないだろう」

        「……白月はこの間からそんな意地悪なことばかり言う。本当は俺としたくないんじゃないか」

        　陰鬱な視線が本音を探るように向けられ、内心ドキッとした。まさにその通りだったが、まさか本当のことを言えるはずがない。

        「なに言ってるんだよ。そんなわけないだろう。というか加賀井はやることしか考えてないじゃないか。俺のことは体目当てなのか」

        「違う。心も体も全部目当てだ。白月の全部が欲しい」

        　核心に触れようとする加賀井をはぐらかすための冗談だったが、彼はまるでプロポーズでもするかのような真面目さで答え、白月の手をぎゅっと握り詰め寄ってきた。

        「わ、わかった。お前の気持ちは分かったから！　でも俺の家ではだめだ。それが了承できないなら今日は家に帰ってもらう」

        　押しの強さにたじろぎながらも強気でそう宣言すると、加賀井はハウスと命じられた犬のようにしゅんと目元を伏せて頷いた。

        「……分かった。白月の家ではしない」

        「この間みたいに日を跨いだからとか変なトンチをきかせるのもだめだからな。本当の本当にしないんだからな」

        「分かった。本当にしない」

        　若干、先日のうさぎ耳パーカーの件で疑念は残るが、本人もしないと言っているのだ。家に上げないわけにいかない。それにこんな大荷物の手土産を持って来てくれたのだ。ここで家に帰すのもあまりに酷だろう。

        「じゃあ、どうぞ。何にもないけどゆっくりしてくれ」

        　そう言って招き入れると、加賀井は嬉しそうに目元を綻ばせた。

        「ありがとう。おじゃまします」

        　狭い台所を過ぎ居間へ通すと、加賀井は無遠慮に辺りを見渡した。物が少ない上、彼の家と違い安物の家具ばかりの質素な部屋なので、じっくりと見られるのは恥ずかしい。しかしそれを不躾だと感じなかったのは、彼の瞳が好意からくる好奇心で輝いていたからだろう。

        「白月はあまり物を持たないんだな」

        　部屋に対する加賀井の感想は率直なもので、質素な部屋を馬鹿にする風でも、気を遣って言葉を選んでいるようでもなかった。受けた印象をありのまま口にしているという感じだった。

        「ああ、物がごちゃごちゃあるのはあまり好きじゃないからな。探すのにも時間がかけるし」

        「そうか。俺はてっきり、漫画が好きだったからもっと漫画があるかと思っていた」

        「一昨年までは結構持っていたけど、増えすぎたから売ったんだ。それに今はレンタルもあるしな。今持っているのはそこにある分だけだ」

        　壁際の棚を指差すと、加賀井は棚の前に立ち背表紙をひとつひとつ人差し指でなぞりながらタイトルを目で追った。

        　本を仕舞っている棚の少し上に、瑠璃との思い出が詰まった箱が置いてあった空間がある。不自然に感じないだろうか、何か変な勘繰りを入れないだろうか、と次々に浮かび上がる不安に、臆病な心臓が鼓動を早める。

        　しかし加賀井はそこに目をくれることはなかった。ひとまず白月は安心した。

        「今から晩御飯作るから、よかったら気になった漫画でも読んで待っていてくれ」

        　テーブルの傍にある座椅子を引いて言うと、加賀井は目に見えて笑みを深めた。

        「分かった、楽しみに待っている」

        「過度な期待はしないように頼むよ」

        　白月は苦笑しながら言い置いて、台所へ向かった。

        　冷蔵庫を開けて、人参と玉ねぎを取り出す。材料は昨日買い揃えておいた。この後のあまりある時間のことを考えると一緒に買い物に出た方がよかったのかもしれないとも思ったが、男二人で仲良く買い物をしている姿を近隣住民に見られて変な噂が立っても厄介だ。基本的に近所の人たちは皆いい人だが、年配の女性が噂が好きなのはどこも同じだろう。

        　普通の友人ならそんな勘繰りはされないだろうが、加賀井は人の目を憚らず甘い手つきで触ってくるから油断ならない。

        　食事の後は時間潰しに、近所のレンタルショップに二人で行こうかと思っていたが、加賀井にはあまり外で触ってこないよう言っておかなければならないな、等と考えながら人参をみじん切りにしていると、

        「白月」

        　突然、名前を呼ばれて思わず心臓が跳ね上がった。声音に不穏な気配はないが、それでも後ろめたさしかない白月は、続く言葉に緊張しながらゆっくりと後ろを振り返る。

        「な、なに？」

        「これって、あの漫画の作者と同じものだろ？」

        　加賀井は居間と台所を仕切る磨りガラスの戸からひょっこりと顔を出した。

        　手に持っている漫画は、加賀井が最後まで理解できなかったギャグ漫画の作者の別作品だった。自分の緊張に反して他愛もない質問を寄越され、思わず脱力した。

        「ああ、そうだよ。知ってるのか」

        「いや、知らないけど、絵を見て分かった」

        　どこか得意げに笑って加賀井が言った。どうやら絵だけを見て分かったことを褒めて欲しいようだ。それくらいのことは普段漫画を読む人間にとっては当たり前だが、加賀井にとってはすごいことなのだろう。しかしあまりにも純粋な瞳を向けられるので、それを無視するのは憚られた。

        「あはは、すごいな、よく分かったな」

        　棒読みにならないよう褒めると、加賀井は顔を綻ばせた。

        「ああ、白月が好きなものだからな。でももっとこれから詳しくなる予定だ」

        　そう宣言すると、加賀井は漫画と共に顔を引っ込めてそのまま座椅子に腰を下ろした。座椅子の上で漫画を読む彼の姿に、とりあえずは不穏な勘繰りをされていないことが分かりほっと胸を撫で下ろした。

        　壁にかけた時計を見る。まだ時刻は一七時を回ったばかりだ。明日は街で買い物をする予定だが、いくら早く家を出ても九時くらいだろう。そうなるとあと半日近く、加賀井とこの部屋にいなければならない。その間、彼の言動にいちいち緊張しなければならないのかと思うと気が遠くなった。

        　切りかけの人参と、皮も剥かれていない玉ねぎを見ながら、ハァと小さく溜め息を吐いた。

        　

        「いい匂いがするな」

        　材料を切り終え、ニンニクをフライパンの上で油と一緒に炒めていると、突然加賀井が背後に立って覗いてきた。気配もなくやってきたので、白月は危うくフライパンを落としそうになった。

        「うわ、びっくりした」

        「すまない。いい匂いがしてきたからどんなものだろうと思って。これはニンニクを炒めてるのか」

        　興味津々といった風にフライパンの中を指差しながら加賀井が訊いてきた。

        「ああ、そうだけど……、あ、もしかしてニンニク苦手だったか」

        「いや、好きだ。ただこうしてニンニクを炒めてるのを初めて生で見る」

        「え？」

        　白月は目を瞬かせた。

        「初めてって……、あ、もしかして加賀井の家ではニンニクは料理に使わない派だったとか？」

        「いや、そういうことじゃなくて、人が料理しているところを見るなんて家庭科の授業くらいしかなかったから」

        　加賀井の言葉に思わず目を剥く。そんなことがあり得るのかと思ったが、続く言葉に納得がいった。

        「うちは母親がいなかったから、ずっと外食とかデリバリーのものだったんだ」

        　なるほど。確かに父親と二人暮らしだったなら仕方がないことかもしれない。しかしそれにしても信じ難い。なんてことないように淡々と話すが、ひどく特殊で温かみに欠ける家庭だ。家に帰れば母親の作った手料理が待っていた白月にとって俄かに信じ難く、そして悲しいことに思えた。加賀井の浮き世離れした言動は、殺し屋という特殊な職業のせいだけではなく、もしかすると生まれ育った家庭も関係しているのかもしれない。

        「……見本になるか分からないけど、それなら俺が作るのを見とけよ。少しは参考になるかもしれない。加賀井は器用だからきっとすぐ料理が出来るようになるよ。俺より上手くなるかもしれないな」

        　同情が滲み出てしまわないよう冗談めかして言ったが、返ってきたのは沈黙だけだった。繊細な話題ということもあり、自分が何か失言しただろうかと内心慌てた。

        「あ、ごめん、余計なお世話だったな。別に無理して覚えなくてもいいと思うけど、覚えて損はないかなと思って……」

        　気まずさから言い訳を連ねると、それを遮るように後ろから加賀井が抱きしめてきた。

        「え、えっと、加賀井……？」

        　振り返るが、肩に顔を埋めているせいで加賀井の表情は見えない。ただ、それがいつもの恋人にするような甘い戯れと違うのは確かで、寄り掛かる重みには子供のようないたいけな気配が滲んでいた。

        「……全然余計なお世話なんかじゃない」

        　ぼそりと加賀井が呟いた。その声から感情を読み取るのは難しかったが、少なくとも気分を害している様子ではなかった。

        「……ただ、俺が覚えて料理が出来るようになったら白月が作ってくれなくなると思って」

        　そう言うと、加賀井は顔を上げてこちらに笑みを向けた。ようやく見えた表情らしきものに白月は思わずほっとした。

        「言っとくけど、このふわふわオムライスは難易度が高いからな。そう簡単にマスターできないぞ」

        「じゃあずっと白月に作ってもらう」

        「少しは覚えようとする姿勢を見せろよ……」

        「俺が作れるようになっても白月が作ってくれるなら覚える」

        「分かった、分かった。作ってやるから」

        　白月が作ることにこだわる加賀井に苦笑しながら二つ返事で了承すると、その目元が綻んだ。

        「よかった。これでずっと白月のオムライスが食べられる」

        　ずっと、という永遠が幻であることを知らない子供のように純粋な言葉に心が痛んだ。

        　この先、遠くない未来で彼に別れを切り出さなければならないのは確定事項だ。自分はその日のために今、彼の隣にいて、オムライスを作っている。あと何回彼のためにオムライスを作ってあげられるだろうか、と思うと今さらながら自分の言葉の無責任さに気づいた。

        「……大袈裟だな。言っとくけど、そこまで絶品というわけじゃないからな」

        　純粋すぎる言葉を苦笑でかわす。ずっと、という言葉を肯定してあげた方が加賀井を喜ばせることは分かっていたが、だからこそ、そんな安易な肯定はしたくなかった。

        「白月が作れば何でも絶品だ」

        　白月の後ろ暗い気持ちなど知る由もない加賀井は、上機嫌で耳朶に軽くキスをした。

        「はいはい、どうも。じゃあ次は玉ねぎを炒めるぞ。少し油が飛ぶかもしれないから気をつけろ」

        「分かった」

        　みじん切りにした玉ねぎを、黄金色になったニンニクと油の中に投入する。パチパチと小気味よい音がフライパンの中で弾けた。その様子を白月の肩から加賀井が興味津々な様子で覗く。好奇心で輝くその瞳の中に、少しの落胆も映り込ませないよう白月は手際よく料理を作り進めた。

        　見当違いかもしれないが、それがずっとを約束できない自分に出来るせめてもの罪滅ぼしであるような気がしたからだ。

        　

        「飯ってこんなに温かいものなんだな」

        　それがオムライスを口にした加賀井の第一声だった。てっきり笑顔で大袈裟においしいと絶賛するものだとばかり思っていた白月は、その感想に当惑した。

        　料理が温かいのは、作ってから時間を置かなければ当然のことであるし、人の手料理に対する感想として適切であるとは言い難い。

        　口に合わなかったのだろうか、と少し心配になったが、白月の作るものは何でも絶品だと食べる前から豪語していた彼が、それを翻すとは考え難い。彼にとって味よりも白月が作った、ということが何よりも重要なのだ。

        　それに目から鱗といった表情をしており、言い方も口の中に入れた料理から湧き立つ湯気を噛みしめているようでもあった。少なくとも、褒めるところがないが何とか感想を言わなければと苦し紛れに出た感想というわけではなさそうだ。

        「出来たてなんだから温かいのは当たり前だろう」

        　手料理を食べる機会はなくとも、外食なら冷めた物を出されることもないだろう。にも拘わらず、あえて料理の温かに焦点を当てる意図が分からなかった。

        「確かにそうだな。そうなんだが……うん、でも温かい。温かくておいしい」

        　料理の温かに溶かされるようにして加賀井は口元を緩めた。ようやく見せた笑みに安堵と満足を覚える。

        「よかった、口に合ったようで。卵のふわふわ加減はどうだ？」

        　一番オムライス作りで苦心しているところだ。つい感想を求めてしまう。

        「ああ、卵も上手い。ちゃんと焼けているのに中はどろっと半熟で……まるで白月とのキスのようだ」

        「いや、そういうキザな冗談はいい」

        「冗談じゃない。本心だ」

        「なおさら悪い」

        　真顔で寄越してくる甘やかな戯れ言を、白月は眉を顰めて一蹴した。

        「……白月」

        　テーブルの向こうから上目遣いのような甘えた視線を向けられる。なんだか嫌な予感がする。

        「なんだ？」

        「……今日は、キスはしていいんだよな？」

        　加賀井は口を何度か開閉し、躊躇いがちに確認してきた。そのことに少し驚いた。加賀井はキスやセックスに関しては抑えがきかないところがあるので、セックスを我慢するのだからキスは当然とばかりに仕掛けてくるだろうと思っていたため、こうしてちゃんと確認をとるとは思ってもいなかった。確認というより言質を取ろうとしているだけなのかもしれないが、どちらにせよセックスは我慢するという意思の表れに他ならない。

        　正直、この間のうさぎ耳パーカーの時のように約束を反故にされるのではないかと懸念していたが、それは杞憂だったようだ。

        　殊勝な様子の加賀井にキスまでだめだというのはむごいように思え、白月はつい首肯した。

        「まぁ、キスだけなら別に……」

        「そうか、よかった」

        　白月の返事を聞いて破顔すると、身を乗り出し何の前触れもなくテーブル越しにキスをしてきた。

        　白月の口の中にはまだオムライスが残っていたが、そんなこと気にも留めず加賀井は舌を口内へ入れてきた。半熟の卵は口内を掻き回してくる舌のせいでぐちゃぐちゃになって雛の餌のようになり、ケチャップは二人分の唾液で薄まった。

        　口内は悲惨な、食欲を削ぐ有様になっているというのに、歯列や上顎を舌先でなぞられると頭の中が甘く痺れて、食事中の不躾なキスを咎めることなど忘れてしまう。

        　加賀井がようやく唇を離した時、口の中のオムライスはほとんど残骸しか残っていなかった。

        「……食事中にするなよ」

        　キスの快感が引いて残った口内の不快感に顔を顰めながら、口元を手の甲で拭った。

        「ごめん。オムライスを食べてたら白月とのキスを思い出して。でも白月はキスはしていいって言った」

        　子供のような言い訳に、白月は溜め息を吐く。

        「食事中にしていいとは言ってない。食事中は食事に集中しろよ。作った人に失礼だろ。もう作ってやらないぞ」

        　キッと睨んで窘めると、加賀井は大きな体をしゅんと縮ませて「分かった……」と答えた。

        　やはり油断ならない。セックスをしないという約束も守れるかどうか……。

        　白月は時計を見た。まだ十九時にもなっていない。先は長い。思わず大きな溜め息が漏れた。

        


        　白月の不安に反して、夕食を終えてからは穏やかに時は進んだ。加賀井も食事中のキスを反省したのか、手で触れてはくるもののキスはしなかった。

        　食器を片付けて、レンタルショップでＤＶＤを借り、加賀井が持って来た手土産――ワインや生ハム、チーズなど――をつまみながらＤＶＤを鑑賞した。鑑賞中、腕を腰に巻いてきたり、頭上にキスをしてきたりしたが、そのままセックスに雪崩れ込ませようとする疚しさは含まれていなかったので好きにさせた。映画を三本も観たらあっという間に日を跨いでいた。

        　順調に時間が過ぎたことに内心ほっとしていた。しかし問題はその後だった。

        　せめて風呂は一緒に入りたいと加賀井がごねたが、狭い浴室を見せれば納得したのでそれはさしたる問題ではなかった。

        　順番に風呂に入り、あとは寝るだけとなった時のことだった。

        「絶対に嫌だ」

        　加賀井はそう言うとむすりと口を結んで、ベッドの上に胡座を組んで座り込んだ。その頑なな態度に白月は大きく溜め息を吐いた。

        「嫌って言っても、このベッドは一人用だから……」

        「狭ければ抱き合って寝ればいいだろう」

        「いや、そういう問題じゃなくて、重量の問題だ。ほら、ギシギシ鳴るだろう」

        　両手をベッドについて力を加えると、ベッドのスプリングが錆びた悲鳴を上げた。安物のパイプベッドでしかも古い。小柄な瑠璃となら一緒に寝ても大丈夫だったが、自分よりも体格のいい加賀井となると話は別だ。さすがにこのベッドも耐えられないだろう。

        　しかし加賀井は納得しなかった。

        「でも恋人の家に来て一緒に寝ないっておかしいだろう」

        「いや、一人用のベッドに二人で無理矢理寝てベッドを壊した方がおかしいからな」

        「大丈夫だ。壊れたら新しいベッドを買ってやるから」

        「そういう問題じゃなくて……」

        　平行線の押し問答に頭が痛くなってきた。

        　とにかくどんなに正論を投げかけても加賀井に響かないことはよく分かった。一歩たりともベッドから動く気配はない。

        「……分かった、加賀井はベッドで寝ればいい。俺が布団で寝るから」

        　客を寝かせるのは忍びないおんぼろベッドだが、本人が退かないのだ。仕方がない。

        　白月は押し入れを開けた。

        「ちょっと待て。白月がそっちで寝たら意味がないだろう」

        「……今日はしない約束だろう？　それなら後は寝るだけだ。二人で寝ることにこだわることないだろう」

        　堂々巡りの会話に辟易しながら、顔だけ振り返って布団を降ろす。それと同時に何かが床に落ちた。

        　カシャン……――

        　硬質な音と床に散らばったものに、全身からサァと血の気が引いた。

        　それは加賀井が来る前に慌てて押し入れに仕舞い込んだブリキ缶だった。それだけが落ちたならまだ誤魔化しようがあったが、床に落ちた衝撃で蓋が外れ、写真やぬいぐるみなど瑠璃との思い出の品が散らばってしまったのだ。

        　言い逃れの出来ない状況に口よりも体が先に動いた。無駄だと分かりつつもしゃがんで震える手で写真を掻き集めた。そしてそれをブリキ缶に仕舞おうとしたが、その手はいつの間にかベッドから降りてこちらにやってきた加賀井に掴まれた。

        　床から顔を上げると、冷たい無表情がそこにはあった。胃の底がひやりと冷えた。

        　加賀井は無言で白月が集めた写真を取って、一枚ずつじっくり眺めた。

        「……ここに写っている女は誰だ？」

        　写真に視線を据えたまま、加賀井が静かに訊いてきた。声の底に冷たいものを孕んだその問いに、事実を言うのは憚られたが、写真の二人の間に漂う空気は友人というには無理があった。

        「……前に付き合っていた彼女」

        　慎重に『彼女』という言葉を口にした。背中に嫌な汗が噴き出す。嘘よりも事実を口にする方が緊張するなど初めてのことだった。

        「そうか……。まだ好きなのか」

        「そ、そうじゃない！」

        　慌てて首を横に振った。

        　あんなにひどい仕打ちを受けたのだ。好きなどという甘い感情が残っているわけがなかった。なのに嘘を吐く時と同じように鼓動が乱れる。

        「じゃあどうしてこんなに大事そうに箱に入れて仕舞ってるんだ？」

        「大事になんか、仕舞ってない……。ただ捨てるタイミングをなくしただけで……」

        「卵の殻」

        「え？」

        　言い訳がましい言葉を遮るように加賀井が放った言葉は、あまりに唐突で、話の流れにそぐわないものだった。白月は目を瞬かせた。そんな白月を無視して加賀井は続けた。

        「玉ねぎの芯、人参の皮、鶏肉のパック、ラップ、油の空のボトル……」

        　点と点が繋がるように、列挙される言葉に次第に共通点が見え始める。彼が何かの呪文のように連ねる言葉は、全て先ほど調理の際にゴミ箱へ捨てたものばかりだった。

        「……白月はこれらを捨てる時に躊躇ったり迷ったりしたか」

        　問いの意図を掴めないまま、白月は首を横に振った。

        「そうだよな、ゴミを捨てるのに躊躇いなんかないよな。……つまり、捨てられないってことは少なからず躊躇いや迷いがあるということだ」

        　責めるような鋭い目をこちらに向けると同時に、ぐしゃり、と手にした写真を握り潰した。

        「思い出は厄介だ。ゴミになるどころか美化されるばかりだ」

        　ひしゃげて拳から零れ落ちた数枚の写真を冷たく見下ろしながら、加賀井が吐き捨てるようにして言った。ここが屋内でなければその写真に唾を吐きかけていたのではないかと思うほど、憎々しげな声だった。

        「曲がったくらいじゃゴミにならないな。……なぁ、白月」

        　言葉と視線をこちらに向けられ、白月はびくりと体を揺らした。昏い炎を宿した瞳の中に怯えきった自分の顔が囚われている。

        　加賀井は目に怒気を孕んだまま、器用に笑みを口元に浮かばせた。

        「白月は優しいから思い出をゴミに出来ないだろう。だから俺が手伝ってやる」

        　写真を持ったまま手で頬を撫でる。その手つきは異常なほど優しかったが、彼の手に追従するひしゃげた写真が警告するように頬を引っ掻いた。

        


        「っ、ふっ、ぁ……っ」

        　四つん這いになった白月の唇から苦悶と快楽が縺れ合わさった喘ぎ声が零れ落ちるが、すぐにベッドの鋭い軋みに貫かれ空に四散する。

        　喘ぎが甘い余韻を残す間もないほどに、加賀井が後ろから激しく突いてくる。その動きは決して乱暴ではなかったが、陰湿な怒りを孕んでいた。

        　もう長い間この姿勢を強要されているせいで、腕が限界に達して震えている。いっそ、屈辱的ではあるが淫乱な女がするみたいに尻だけを突き上げた方が楽だったが、加賀井がそれを許さなかった。

        「ほら、白月、ちゃんと下を見て」

        　疲れ切って意識が濁ってきた白月を、加賀井が窘める。その声は腰の動きに反して異様に優しかった。だから余計に恐ろしく、その声に従う他なかった。

        　顎を鎖骨の間にくっつけ、視線を無理矢理下に遣れば、腰を突かれる度に弄ばれるように揺れる自分の陰嚢と、だらしなく先っぽから蜜を垂れ流している陰茎、そしてその真下にはひしゃげた写真……――。

        「この写真はいつ、どこで撮ったんだ？」

        　声だけ聞けば、それは雑談をする時と何ら変わりないものだが、どこか尋問のような鋭さと微かな侮蔑を声の端々に感じた。

        「……っ、はぁ、それは、っ、今年の二月に、街のイルミネーションに、行った、とき……んっ」

        　加賀井は質問をする時、腰の動きを必ず緩めた。答えやすいようにという気遣いなのか、喘ぎで言葉が紡げないという言い訳を断つためなのか、白月に考える余裕はなかった。

        　ただ彼の静かな怒りに怯えながら、これ以上怒りを買わないよう従順に質問に答えることで精一杯だった。

        「そうか。意外だな。白月は人混みが嫌いそうなのに」

        　こちらを責めるような不機嫌さが薄らと声に纏ったので、白月は慌てて首を横に振った。

        「か、彼女が行きたいって、言ったから、し、仕方なく、っあぁ……」

        　言い訳じみた言葉がかえってよくなかったのか、奥を乱暴に突き上げられた。

        「へぇ、白月は恋人の要望に従うタイプなんだな。それならこれからは俺ももっとわがままを言おう」

        　口の端を意地悪く持ち上げる気配と共に寄越された言葉にゾッと鳥肌が立つ。彼のわがままが決して可愛いものでないことは明らかだ。

        「……イルミネーションを見た後にホテルにでも行ってヤった？」

        　侮蔑をありありと含んで殊更卑猥に問い掛けてくる。質問が質問であることに加え、今の加賀井にどう答えるのが一番正しいのか分からず黙っていると、言葉を急かすように奥を抉られた。

        「んっ、ぁ、ふ……っ」

        「白月は本当に正直だな。今奥がキュって締まった。……ふふ、可愛い」

        　愛しそうに尻を撫でながら加賀井が言った。

        「で？　上手くやれたか？　この短くて小さいので女をイカせてやれたか？」

        　明らかな嘲笑を含んで言いながら、易々と拳で白月のものを包み込みその先端を親指で引っ掻いた。後ろばかりに刺激を与えられ放置されていたそれが、驚きと悦びでビクンと震え容積を増した。

        「あ、少しだけ大きくなったな。可愛い」

        「んっ、あっ、ぁ……」

        　先走りでぬめる先端を指の腹でやわやわと撫でられ、そのもどかしさに腰が震える。

        「で？　どうだった？　女を満足させてやれたか？」

        　問いながら大方予想がついているのだろう。その声は卑猥な意地の悪さを滲ませていた。

        　白月は黙っていた。本当のことを言っても、嘘を吐いても、男としてのプライドが傷つくのに違いなかったからだ。

        「……本当に白月は嘘が下手で可愛いなぁ」

        　喉の奥でせせら笑うと、加賀井は腰の動きを速めた。前は未だ緩く先端を撫でられ続け、もどかしい刺激に悶絶しているのに対して、後ろは望み通りの、あるいはそれ以上の快感を与えられ、口からあられもない声が漏れる。

        「あっ、ぃあ、ふっ、ゃ、やめ、声が、隣に聞こえるっ……あぁっ、んぁ、おれ、ここに、っ、住めなくなる……っああ」

        　快感に振り乱される頭の端に何とか引っ掛かっている理性が必死に訴えるが、腰の動きは緩まるどころかさらに激しくなる。

        「ふふ、っ、そうなったら、俺の家に住めばいい。だからいっぱい可愛い声をきかせてくれ」

        「ぃ、ひっ、あぁ……っ」

        　加賀井に知り尽くされた一番いい場所を容赦なく突かれ、白月は呆気なく果てた。

        　男に後ろから犯され女のように喘ぎながら吐き出した白濁の液は、ひしゃげた写真に降りかかり、美化された思い出を容赦なく汚した。

        　疲れ果てた白月は、腕と頬をベッドにぐったりと埋めた。加賀井は後ろから自身のものを抜き取ると、汚れた写真を手に取り白月の目の前まで持って来た。瑠璃の笑顔の上をぬらりと白濁の液が伝うのを、ぼんやりと見詰める。

        「白月、これはいるか？　いらないか？」

        　今までの仕打ちが嘘であるかのような優しい微笑みで白月の顔を覗き込んでくる。

        　彼の顔色を窺うまでもなく、答えは決まっている。

        「……いらない」

        　喘ぎ疲れて呼吸すら億劫な唇を動かして答える。その答えに、加賀井は笑みを深めた。

        「そうだな、いらないな。じゃあ捨てるからな」

        　そう言って、白月の承諾も待たず軽やかにベッド横のゴミ箱へ投げ捨てた。ゴミ箱には、白月の精液で汚れた写真やぬいぐるみが入っており、汚れた思い出の品を数えれば、白月が今宵何度達したかが分かる。

        　精液で汚れたぬいぐるみの瞳が、ゴミ箱の縁からこちらをじっと見詰めていた。

        「まだもう少しあるな。白月も疲れただろう。そのままの体勢でいいからな。でも顔はちゃんと下に向けて」

        　白月の頬に張り付いた髪を指先でのけてやりながら加賀井が言った。白月を気遣いつつも、彼女との思い出が自分の精液で汚す様を見せるという、執念じみた姿勢は変えないようだ。

        　逆らう気力も度胸もない白月は、額をベッドに押しつけ従順に顔を下に向けた。

        　その様子を認めてから、加賀井は先ほど写真が置かれた場所にポプリが入った袋を置いた。瑠璃が「部屋が殺風景だから」と買ってくれたものだ。

        　加賀井が動いてベッドが軋むと同時に、袋の中で枯れた花弁同士が触れ合う音とまだ微かに残った甘い香りが、シーツに伝った。

        　いい香りなどとは無縁な男の一人部屋にこの香りが鼻先を時折かすめ、付き合っていた時はその度に瑠璃の存在を思い出し頬を緩めたものだ。心を温かくしてくれた香りが、今では胸を締め付ける。

        　そんな感傷を裂くようにして、ぴたり、と窄まりに加賀井のものがあてられた。反射的に窄まりが甘くひくつく。

        「ふふ、白月の体は本当に可愛いな。……少し前まで女を抱いていたなんて信じられない」

        　そう言うと、後ろに挿入することなく、ピタリと背中に密着するようにして覆い被さり、加賀井は微熱を帯びた囁きを耳に吹き込んだ。

        「白月には女は不要だ。いや、男もだ。俺だけがいればいい」

        　仄暗い声が、鼓膜の奥の闇に響いた。歪な熱を孕んでいるにも関わらず、その声は全身を凍てつかせた。

        　恐ろしくなり我知らずシーツをぎゅっと握りしめる。するとまるで追い打ちをかけるように加賀井はその手を上から拳で包み、無理矢理手を開かせ指先を絡ませてきた。

        　単に指先を絡めているだけにも関わらず、もっと複雑に、強固に雁字搦めされているような気持ちになった。

        「まずは頭の中にいる邪魔な女を排除しないとな……」

        　ぼそりと呟いた言葉に、汗ばんだ加賀井の肌と密着した背中に鳥肌が走った。絡め取られた指先にさらに力が込められ、体中が強ばった。

        　ポプリの香りは、いつの間にか加賀井の汗や髪から滑り落ちるシャンプーの香りに遠のいていた。

        


        　カーテンの隙間から差し込む光に目が覚める。朝日、というにはその光はあまりに眩しく鋭かった。

        　棚に置かれている時計を見ると、既に十一時を回っていた。腰の鈍い痛みに、昨晩のことを思い出し慌てて起き上がる。

        　しかしベッドに加賀井の姿はなかった。全て夢だったという期待が胸をかすめたが、体の底に淀む疲労感はどう考えても昨晩の悪い余韻だった。

        　体の内側には情事の名残がこびりついているというのに、外はきれいなのは、全ての思い出を捨て終えた後に加賀井が風呂に入れてくれたからだった。ぐったりとなった体を抱えられ浴室へ向かったところまでは何となく憶えていたが、その後のことは記憶にない。

        　ベッド横のゴミ箱を見ると、きれいに片付けられ何も入っていなかった。精液で汚れた写真もぬいぐるみも、ポプリの袋も、何一つ残っていなかった。空っぽのゴミ箱をぼんやりと見詰めていると、

        「あ、起きたか」

        　磨りガラスの戸が開いて、加賀井が顔を出した。白月はびくりと小さく跳ね上がった。

        「あ、え、えっと……」

        　昨晩の無体を怒りたい気持ちと、彼に対する恐怖が喉の奥で絡まって上手く言葉が出てこない。

        「おはよう。体はどうだ？　辛くないか」

        　まるで白月の体の疲れが自分とは無縁であるかのような善意に満ちた笑みで気遣う加賀井に、ようやく白月は怒る決心がついた。

        「辛いに決まってるだろう」

        　キッと睨み付けると、加賀井は困ったように目尻を下げて笑った。

        「そうだな、じゃあ今日は買い物はやめて家でゆっくりしよう」

        「いやっ、そういう話じゃなくて……って、なんだこの臭い！」

        　戸の向こうから流れてきた焦げ臭さに、白月は慌てて台所に向かい、ガスコンロの火を消した。フライパンには焦げた卵焼きが入っていた。丸焦げだったが、かろうじてそれが卵であることが分かったのは、焦げの中に僅かではあるが黄色が見えたからだ。

        　ガスコンロ横のシンクは、卵の殻や玉ねぎの皮などが散らかっていた。

        「すまない。昨日教えてもらったから早速作ってみたんだが、やっぱり難しいな」

        　失敗した当の本人はのんびりした様子で、白月の背後からフライパンを覗いてきた。その様子に溜め息が漏れる。

        「いや、難しい云々じゃなくて、火を使ってる時に火元から離れるなよ」

        「物音がしたから白月が起きたかなと思って」

        「離れるなら火を消してからにしろ」

        「分かった。次からはそうする」

        「いや、次はない。お前はこの家に出入禁止だ」

        　そう言い渡すと、加賀井は目を見開いた。

        「どうしてだ？」

        「俺の方こそ訊きたい、どうしてこうも約束が守れないんだ。俺は言ったよな？　壁が薄いからセックスはなしだと。お隣さんに怪しまれたらどうするんだ」

        「だってあれは白月が……あ、そういえば、さっき隣の人が回覧板を持って来たぞ」

        　そう言って、靴箱の上に置いてある回覧板を指差した。回覧板は大体ポストに入れられていることが多いのだが……。嫌な予感がした。

        「……なんかお隣さん言ってなかったか？」

        「いや、何も言ってはなかったが、ジロジロと不躾に見てきたから睨み返したら飛んで帰った」

        　白月は片手で顔を覆って、溜め息を吐いた。これはもう完全に昨夜の声が聞こえていたに違いない。

        「明日からどうしよう……」

        「確かに、あの可愛い白月の声を聞かせるのはよくなかったな。きっと白月のことが気になり出したに違いない。やっぱり俺の家に越して来た方が……」

        「絶対に行くか！」

        　真剣に悩む白月に対して、見当違いな方向で真面目に考え込む加賀井を睨み付けた。

        　

        　その後、加賀井の失敗したオムライス作りを白月が引き継いで完成させた。二食連続オムライスというのもどうだろうかと思ったが、加賀井は嬉しそうに平らげた。

        　その顔が子供みたいに無邪気で、昨夜の無体を怒るタイミングを完全に逸してしまった白月は、仕方なく小言とオムライスを飲み込み胃の底に沈めた。


    

    
        番外編　殺し屋は恋人を誰にも触れさせたくない


        　

        　＊＊＊＊

        　

        　至極平凡な白月にとって、注目の的となる、ということは思い返してみても数えるほどしかないが、加賀井と付き合い出してその回数は格段に増えた。カフェや映画館、店頭など外に出ればたちまち人々の視線がこちらに向けられる。

        　もちろん注目の的となっているのは加賀井であって、視線の多くは白月を通り過ぎるのだが、隣にいると少なからず掠める程度の視線は向けられる。注目されるということに慣れていない白月にとって、加賀井とのデートは騙しているという後ろめたさや罪悪感とはまた違う意味で気が重いものだった。

        「……落ち着かない」

        　白月は重い溜め息と共に苦く呟いた。その表情は、洒落たカフェ――しかも街路に面した、昼の陽光が降り注ぐ爽やかなテラス席、には似つかわしくないものだった。

        「どうした？」

        　前に座る加賀井が首を傾げて訊ねる。彼の一挙一動に追従するかのように周囲の視線が揺らぐのを気配で感じる。しかし当の本人は気づいていないのか気にしていないのか平然としているので、白月はまたひとつ溜め息を漏らした。

        　加賀井は中身はともかくとして、見目が恐ろしくいいため、どこに行っても注目の的だ。洒落たカフェで座っているだけでも絵になり、人目を惹く。しかも今日はテラス席に座っているため、店の内外から視線に曝されている。さすがにじっと不躾に見詰め続ける者はいないが、視界の端で彼の姿に触れた瞬間、思わず振り返ってしまうといった通行人が後を絶たない。

        　自分に向けられている視線でないことは重々承知だが、それでも自意識が過敏に反応し、緊張してしまうのだ。

        　しかもカフェのある場所が、前に勤めていた会社とそう遠くないのだ。昼時ということもあり、元職場の人間が通り掛かる可能性もないとは言えない。白月一人であれば気づかれない自信があるが、こうも目立つ男が隣にいては見つからないものも見つかってしまう。

        　さっさと食事を済ませて店を出よう、と白月はこの店一押しのエッグベネディクトを無心に食べていると、

        「……あれ、白月？」

        　名前を呼ばれビクリと肩が揺れた。聞き覚えのない声だが、こちらの名前を知っているということは親交の深さはどうであれ知り合いであることに間違いない。

        　元職場の人間かもしれないという嫌な予感が胸を過るが無視するわけにもいかず、白月はゆっくりと、できれば聞き間違えであってほしいと願いながら顔を上げた。

        　テラス席と街路を区切る花壇を挟んで立つ男は、白月の顔を認めると相好を崩した。

        「やっぱり白月だ！　うわ、久しぶりだな」

        　花壇から身を乗り出さん勢いでスーツを着た男が話し掛けてくる。男に憶えはなかったが、彼の笑みや声が心地よいほど快活なものだったので不思議と嫌な気持ちはしなかった。むしろ好意的な笑みを向けてくれる彼を思い出せないことが申し訳ないくらいだ。

        「えっと……、すみません、どこかでお会いしましたか？」

        「え！　憶えてないのかよ！　山下だよ、山下！　ほら、小五の時同じクラスで漫画の話をよくしただろ」

        「え！　うそ、山下？」

        　白月は驚きのあまり思わず椅子から立ち上がった。

        「うわぁ、久しぶり。随分大きくなったなぁ」

        「なんだよ、その言い方、親戚のおじさんかよ」

        　上から下まで視線を巡らせながら感嘆する白月に、山下は小さく噴き出した。

        「いや、だって山下相当大きくなってるじゃないか」

        　すぐに思い出せなかったのは申し訳ないが、しかし彼があまりにも変わりすぎていたのだ。白月の知る山下は、クラスでも一番背が低く、小学校低学年に間違えられることも多々あった。

        　時間のブランクもあるが、その背の低さと無駄な肉どころか必要な肉さえも削ぎ落とされているような細さが強く印象に残っていたので、まさか目の前に立つしっかりした体格の男が山下とは思いも寄らなかったのだ。

        「中学にあがってから急激に伸びたんだよ。でも白月は相変わらずだな。特にこのもじゃもじゃ頭」

        「こら、撫でるな。犬じゃないんだから」

        　笑いながら頭をくしゃくしゃと撫で回す山下の手を邪険に振り払うが、しかし嫌な気持ちはしなかった。むしろこうして長い空白の時間を感じさせないほど気楽に接してくれるのが嬉しかった。

        　――カシャン

        　決して乱暴な音ではないが苛立ちを含んだ音だった。音の出処にあったのは加賀井の暗い瞳。右手の甲に顎を乗せてこちらを見上げていた。左手はソーサーの上に置かれたコーヒーカップの取っ手を握っている。どうやら先ほどの音はソーサーの上にカップを置いた時のもののようだ。

        　睨むというほどあからさまではないが、機嫌が悪いのは明らかだった。白月は内心慌てた。この場を取り繕うとして口を開いたが、それより早く山下が声を上げた。

        「あ！　もしかして加賀井？」

        　山下の問いに、加賀井は無言で頷いた。言葉を交わすことすら煩わしいといった様子だったが、山下は気づいていないのかしげしげと加賀井を眺めながら感嘆の溜め息を漏らした。

        「うわぁ、すげぇ、めちゃくちゃイケメンじゃん。え？　なに、モデルかなんかしてんの？　あ、それとも舞台俳優とか？」

        　興味津々といった様子で質問を投げかけられるが、お前の質問に答えるつもりは毛頭ない、と言外に告げるように無視して加賀井はコーヒーを口に運んだ。一瞬、その場にしん……、と冷たい空気が流れたので、白月は慌てて代わりに答えた。

        「いや、そういう仕事はしてない。もったいないよな。最高の素材を持ち合わせてるのに」

        「ほんともったいない。俺だったら芸能界デビューして地位と名声と美女を手に入れるのになぁ」

        「あはは、俺も俺も」

        　なんとか山下の冗談でその場は和んだが、視界の端で未だに不機嫌に口を結ぶ加賀井に心中穏やかではなかった。

        「でも本当にもったいないな、こんなに目立つ外見してるのにそれで金儲けしてないって。道行く女の子たちがキャーキャー騒いでたぞ。まぁ、だから白月たちを見つけられたんだけどな」

        「ああ、なるほど」

        　山下の言葉に納得する。

        　テラス席で外の通りからも見えるとはいえ、探すつもりで見ていなければ街中で旧友をたまたま見つけるなんて偶然、なかなかないことだ。よく気づいたなと感心していたのだが合点がいった。

        「それにしてもお前たち本当に仲いいな。昔もよく二人でいたもんな」

        　感心したように言う山下に、白月は曖昧な笑みを浮かべた。まさか、借金返済のために付き合っているだなんて言えるはずがない。

        「転校してからもずっと連絡とってたのか？」

        「あ、いや、最近たまたま再会してそれからよく会ってるんだ。時間がある独身だから暇なんだよ」

        「分かる、俺も俺も。最近彼女と別れて時間が有り余ってるんだよ。あ～、寂しい」

        　冗談めかした山下の自虐に、加賀井の瞳がさらに鋭くなる。どうやら恋人がいない男は彼の中では白月を狙う狼と断じられるようだ。

        　白月は慌てて話題を変えた。

        「そ、そんなに寂しいなら漫画でも読めば？　知ってるか？　あの『ババコン』の作者、今、別のギャグ漫画を書いてるらしいぞ」

        「え！　マジで？　わぁ、最近漫画読んでないんだよなぁ。久しぶりに読んでみようかな」

        「俺的には『ババコン』に似たシュールさがあってかなりオススメ」

        「それ絶対面白いやつだろ。白月その漫画持ってる？　よかったら今度貸し……」

        「駄目だ」

        　今まで沈黙を貫いていた加賀井が、突然口を開いて話を遮った。これにはさすがの山下も戸惑いを隠せずにいた。

        「あ、いや、ごめん、加賀井に今貸してるんだ。返してもらったら貸すから」

        「ああ、そういうことか」

        　声に戸惑いがまだ微かに残っていたが、何とか納得してくれた山下にほっとする。

        「あ、俺、そろそろ行くわ。今から打ち合わせがあるんだ」

        　腕時計を見ながら山下が言った言葉に、名残惜しさを感じつつも、加賀井が変なことを言い出す前に立ち去ってくれることに少しだけほっとした。

        「悪いな、引き留めてしまって」

        「いや、俺から話し掛けたんだし。それにまさか白月と再会できるとは思ってなかったから嬉しかった」

        　屈託のない笑みで恥ずかしげもなくそう言ってのける山下に、白月はつられるようにして笑った。

        「あはは、俺も」

        「お、相思相愛じゃん。つーか、連絡先教えてくれよ。また漫画の話もしたいし」

        「あ、うん、もち……」

        「すまない、白月のスマホは壊れている」

        　割り込んできた加賀井の言葉に、スマホを取り出そうとした白月の手が止まった。

        　あまりにも唐突で、しかし恐ろしいほど自然な嘘だった。その声は嘘特有の後ろめたさや焦りなどが少しも含まれていなかった。そのことに一層、腹の底が冷たくなった。

        「今日はこれからその修理に行こうかと話していたんだ。だから俺が山下の連絡先を聞いておいて、スマホが使えるようになったら白月に教えておく」

        「ちょ……っ」

        　スラスラと流れるように出てくる嘘に異を唱えようと白月が口を開きかけると、脚の脛を靴先で撫でられた。

        　ぞわり、と鳥肌が全身を駆けた。決して強い力ではなかったが、硬い靴先のひと撫では無言でありながら、絶対的な命令の意を孕んでおり、白月を黙らせるには十分なものだった。

        　幸いにもテーブルの下でのことだったので山下からは死角になっており見えていないようだった。

        「そうか、悪いな。じゃあ頼むよ」

        「ああ」

        　目の前で加賀井と山下の連絡先が交換されるのを、白月はただ黙って見ることしかできなかった。

        「じゃあ、またな」

        　山下は爽やかな笑顔で手を振り、その場を立ち去った。

        　残された二人の間に沈黙が落ちて、周囲の雑音が鮮明になる。加賀井はスマホに視線を落としたまま画面をいじっている。所作が荒かったり、眉間に皺を寄せたりといった分かりやすい苛立ちの様子はなかったが、無言の中に彼の不機嫌さを痛いほど感じた。

        　なぜあんな嘘をついたのか、白月には咎める権利はあったが、その勇気はなかった。

        　唐突に、加賀井が立ち上がった。そしてそのまま伝票を持ってレジへ向かった。

        　正直なところ、不機嫌な人間――ましてや殺し屋である加賀井の傍に行くのは気がすすまない。今日はこのまま帰ってしまいたかったが、時間を置くとまた面倒なことになることは目に見えていた。それに万が一、このことが原因で別れることになったら、今までの苦労が水の泡となる。加賀井の執着を考えればその可能性は極めて低いが、ないとは言えない。

        　白月は溜め息を吐いて、仕方なく重い腰を上げた。

        　

        　店の出入り口の横で白月を待っていた加賀井だが、白月が追ってきたのを認めるとすぐに歩き出した。

        　脚が長い加賀井が早足で歩くと、自然二人の距離は開いた。加賀井は白月を待つことはなかったが、姿を見失わない程度の歩調を保ち続けた。

        　人が多い街路をしばらく歩くと、不意に加賀井が左へ曲がり、ビルとビルの隙間に入って行った。それが彼の気まぐれなのか、何か意図があるのか分からないまま後を追う。

        　ビルの陰独特の暗さと臭いが薄らと立ち込めたそこは、爽やかな街路とはまるで別世界に思えた。

        　背を撫でる街路の賑わいが少しだけ遠のいてきたところで、加賀井は突然歩みを止め振り返った。彼の歩みを辿っていた白月も足を止めるが、あまりにも突然だったので前につんのめりそうになった。それを支えるようにして、加賀井が白月の腕を掴んだ。ありがとう、と反射的に礼を言う間も与えず、そのままギュッと抱き寄せられた。

        　家の外でのこういった恋人同士の甘い触れ合いを好まない白月は、咎めるように眉根を寄せて加賀井を下から睨んだ。しかし当然、加賀井に怯んだ様子はなく、真っ直ぐ見詰め返してくる。

        「……キスしてくれ」

        　どこか切羽詰まったような声で加賀井が言った。

        　白月は目を剥いた。街路の賑わいから隔絶されたようなビルの隙間とはいえ、人目がないわけではない。覗き込めば何をしているかぐらい街路からでも分かる。路地裏で交わされる男同士のキスがどういう目を向けられるか、想像に難くない。

        　だが、加賀井にそういった言い訳は通用しない。彼にとって、人の目が白月に対する甘い衝動を抑える理由になることなどあり得ないことなのだ。

        　それに、無理矢理唇を奪うのではなく、街路から外れた人気のない場所でキスを求めるのは、否が応でも白月からキスをさせようとしているからだ。彼の企みを諦めさせるのは容易ではない。ほぼ不可能と言っても過言ではないだろう。

        　こうなったら、彼の要求を呑んだ方が事態の収束は早い。それは今までのことで経験済みだ。

        　白月は少しだけ背伸びをして、加賀井の唇にキスをした。背後に忙しない人の往来を感じながらのキスは、やはり心臓に悪い。

        　もういいだろうと、唇を離そうとしたが、キスの終わりを察知した加賀井がすかさず後頭部に手を回しそれを許さなかった。

        　顔をよじってキスを拒もうとしたが、それ以上の力で後頭部を押さえつけられ、唇の隙間からは舌を入れられた。前も後ろも包囲され、逃げ道を断たれる。藻掻けば藻掻くほど舌は深く交わり、執拗に絡んできた。

        　咥内をたっぷり味わい尽くすと、加賀井はようやく唇を解放した。唾液で濡れた唇に、恍惚の滲む吐息が吹き掛かって、キスで甘くぼんやりとなった意識がキュッと竦み上がった。

        　非難を込めて睨むより早く、加賀井が口を開いた。

        「……俺の前で他の男といちゃつかないでくれ。嫉妬で頭がどうにかなりそうだ」

        「……は？」

        　痛切な響きを含んだ加賀井の言葉に、白月は目を丸くした。

        　恐らく山下とのことを言っているのだろうということは予想はつくが、誰がどう見てもあれは普通の会話であり、それをいちゃついていると捉えることが理解できなかった。

        「いちゃつくって……確かに久しぶりに会ったから嬉しくてテンションは上がったけど、いちゃついてはいないだろう」

        「いや、いちゃついていた。白月は楽しそうに笑うし、山下は馴れ馴れしく白月の頭は撫でるし……」

        　加賀井は憎々しげにそうい言って、白月の髪を撫でた。その手つきは愛撫というよりは、汚らわしいものを払い除けるような忌ま忌ましさに満ちたものだった。まるで髪を鋭いナイフで撫でつけられているような心地だ。

        　不穏な手つきに身を竦ませていると、不意に顎を掴まれ上を向かされた。闇を閉じ込めたような黒い双眸がじっと白月を見下ろす。瞳の中の自分がごくりと息を呑んだ。

        「……白月、約束してくれ。俺以外にあんなに可愛い笑顔を見せたり、体を触らせたりしないでくれ。俺の前ではもちろん、俺のいないところでもだ」

        　頬を手で撫でさすりながら加賀井が言う。言葉自体は恋人たちの戯れのような睦言の体を成しているが、その奥に潜む重く暗い感情は隠せていない。むしろ言葉だけが睦言の体を成しているために一層歪さを増し、嘘でも頷くことを躊躇わせる。

        　だからといって拒むことももちろんできない。それは伊巻との契約があるからではない。彼を拒絶することがどんなに危険なことか、本能的に察しているからだ。

        　従順で賢明な返答を促すように、唇を指でなぞられる。白月は怯えを奥歯で噛み殺して、ゆっくりと頷いた。

        　その様子を認め、至極満足そうに加賀井は目を細め、ようやく白月を毒のように重い拘束から解放した。

        「よかった。じゃあこれは消していいな？」

        　スマホを取り出し、画面を差し向ける。そこには山下の名前と連絡先が表示されていた。

        「消していいならここを押してくれ」

        　コンコン、と指先で画面を叩く。そこには視覚的にけたたましい赤色で『連絡先を削除』と書いている。赤い文字が警告している。その選択で間違いないか、と。

        　画面の前で躊躇する白月の指先をじっと加賀井が見詰める。その目はひどく冷たく無感情だった。

        　山下と会話を交わした時の高揚や喜びを頭の中から振り払って、赤い文字を指先でタッチした。画面の向こうで、加賀井の唇が微かに吊り上がる気配がした。

        「……よし、それじゃあ家に帰ろうか」

        　何事もなかったかのように加賀井はスマホを仕舞い、白月の手を取り歩き始めた。

        　白月は手を引かれるまま、加賀井の後に付き従う。明るい街路に出てからも、しばらく目の前から赤い文字が焼き付いて離れなかった。
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